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平成３０年度 学校評価アンケートの集計結果について

時下ますますご健勝のことと、お喜び申し上げます。
さて、先日実施いたしました学校評価アンケートの結果をお知らせいたします。
回収率は、８２．９％（昨年度７７．５％）で、昨年度より上がっていました。被災に

より保護者の皆様にはご迷惑をおかけしている状況の中で、学校の取組に対し応援をいた
だくご意見を多数いただき、大変感謝しております。
アンケート結果につきましては、１６項目で「あてはまる」「ほぼあてはまる」の合計

が８０％を上回る評価をいただきました。しかし、「あてはまる」「ほぼあてはまる」の合
計が７０％を下回る項目が２項目あり、被災による環境の変化で皆様にご心配やご迷惑を
おかけしていることの表れであると受け止めています。今後、可能なものについては早急
に対応して参ります。
「あてはまる」という評価のみでみると５０％に達しない項目が１２項目あり、この中

には、「わからない」という回答の割合が比較的高いものがありました。
そこで、そのような項目について、皆様に現在の取り組みの内容をお知らせします。

⑥「自然災害や不審者などに対する危機管理を適切に行っている。」
災害に対して不安に思われている多くの保護者が、安心して子どもを学校に通わせ
ることができるようにするために、今後、登下校も含めて想定されるさまざまな災
害に対する対処法を整備していきます。

⑪「保護者と学校が協力して、ＰＴＡ活動を積極的に行っている。」
今年度は、ＰＴＡから通信や新聞を発行していますので、そちらをご覧ください。
また、文化部主催の茶話会も実施しました。通信等を通じて伝えていきますのでご
都合のつく方はご参加をお願いします。

⑫「必要に応じて医療・福祉・労働などの関係機関と連携している。」
医療・福祉・労働関係の機関と連携し、必要に応じてアドバイスをいただいていま
す。困り事等がある場合には、遠慮なく担任にご相談ください。

⑬「地域の資源や人材を活用したり、地域へ貢献できる活動を進めたりしている。」
被災前に比べて、十分とは言えませんが、現在は、高等部が地域型実習で真備地区
の公共機関の清掃活動をしたり、地域への応援メッセージを作成したりするなどの
地域貢献活動に取り組んでいます。他の学部でも、校地周辺の環境を活用した授業
づくりを進めています

⑭「ホームページの充実や行事案内など、外部への情報発信を積極的に行っている。」
保護者の方が望んでおられていた細かな情報発信が十分にできませんでした。今後
は、ホームページや学校だよりでお知らせしていきます。また、緊急時には学校メ
ール(マ・メール)でお知らせしていますので、まだご加入されていない方は加入し
てください。
また、本校のホームページがスマートホンに対応していないことなどがわかりまし
たので、早急に対応させていただきました。

本年度のアンケートでは、児童生徒の安全確保に関わり心配されているご意見をたくさ
んいただきました。子ども達が安心して学校に通うために、施設設備等のハード面だけで
はなく、登下校も含めて想定されるさまざまな災害に対する対処法を整備してまいります。
また、保護者の方々により分かりやすく的確な情報をお伝えするためにも、ご不明の点

等がありましたら学校にお問い合わせください。
自由記述の中でいただいたご意見は教職員間で真摯に受け止め、保護者や地域の方から

信頼される学校づくりに努めてまいります。




